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サ
リ
ド
マ
イ
ド
、
ス
モ
ン
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ

な
ど
、
薬
害
が
繰
り
返
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
昨
年
８
月
2
4
日
、
薬
害
を
二
度
と

繰
り
返
さ
な
い
よ
う
最
善
、
最
大
の
努

力
を
払
う
と
し
て
厚
生
省
の
敷
地
内
に

薬
害
根
絶
「
誓
い
の
碑
」
が
建
立
さ
れ

ま
し
た
。
し
か
し
、
今
な
お
薬
害
は
続

い
て
い
る
現
状
を
打
ち
破
る
意
味
も
込

め
て
、
８
月
2
4
日
の
「
誓
い
の
碑
」
建

立
の
日
を
「
薬
害
根
絶
デ
ー
」
と
し
て

薬
害
被
害
者
を
は
じ
め
、
患
者
団
体
、

医
療
関
係
者
、
労
働
組
合
な
ど
が
一
日

総
行
動
に
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。

　
　

「
１
　
い
の
碑
」
前
を
埋
め
尽
く
し
た

参
加
者
を
代
表
し
て
薬
害
被
害
者
1
0
団

体
実
行
委
員
会
が
、
厚
生
大
臣
に
変
わ

り
出
席
し
た
薬
務
局
長
に
「
薬
害
根
絶

に
向
け
て
の
要
請
害
」
提
出
し
ま
し
た
。

要
請
書
は
、
薬
害
の
な
い
2
1
世
紀
を
求

め
て
、
①
薬
害
ヤ
コ
ブ
病
訴
訟
、
Ｍ
Ｍ

Ｒ
ワ
ク
チ
ン
訴
訟
、
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
な

ど
現
在
争
わ
れ
て
い
る
事
件
に
つ
き
、

国
は
そ
の
責
任
を
認
め
て
早
期
解
決
す

る
こ
と
②
患
者
中
心
の
医
療
の
基
盤
を

整
備
し
、
医
薬
品
等
の
臨
床
試
験
の
客

観
性
確
保
と
徹
底
し
た
情
報
公
開
を
行

い
、
医
薬
品
等
の
安
全
性
確
保
の
た
め

の
施
策
を
速
や
か
に
確
立
す
る
こ
と
③

国
は
、
医
療
被
害
・
薬
害
救
済
制
度
の

拡
充
、
確
立
を
行
う
こ
と
④
国
は
、
薬

害
防
止
・
薬
害
被
害
者
に
対
す
る
差
別

偏
見
が
生
じ
な
い
よ
う
に
教
育
・
啓
発

に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
⑤
国
は
毎

年
８
月
氾
一
日
を
「
薬
害
根
絶
の
日
」
と

定
め
、
2
1
匪
紀
が
薬
害
の
な
い
世
紀
と

な
る
よ
う
努
め
る
こ
と
、
以
上
の
要
請

事
項
の
実
施
を
強
く
求
め
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
日
比
谷
公
園
に
場
所
を
移

し
、
国
会
議
員
、
被
害
者
ら
の
リ
レ
ー

ト
ー
ク
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
急

速
、
ト
ー
ク
の
輪
に
加
わ
っ
た
「
ス
テ

ィ
ー
ブ
ン
ス
ジ
ョ
ン
ソ
ン
症
候
群
」
の

患
者
会
の
訴
え
な
ど
多
く
の
方
々
の
発

言
が
あ
り
ま
し
た
。

　

午
後
３
時
か
ら
は
衆
議
院
第
二
議
員

会
館
で
衆
参
国
会
議
員
と
の
意
見
交
換

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

夕
６
時
か
ら
は
弁
護
士
会
館
ク
レ
オ

ホ
ー
ル
で
「
市
民
集
会
・
薬
害
の
な
い

2
1
世
紀
を
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。
薬
害

の
歴
史
を
学
び
、
現
在
裁
判
で
闘
わ
れ

て
い
る
「
Ｍ
Ｍ
Ｒ
（
新
三
種
混
合
）
ワ

ク
チ
ン
訴
訟
」
、
「
陣
痛
促
進
剤
訴
訟
」
。

　

「
薬
害
ヤ
コ
ブ
訴
訟
」
の
代
表
が
、
国

と
製
薬
企
業
の
責
任
を
明
確
に
す
る
ま

で
闘
う
と
決
意
表
明
し
、
ア
ピ
ー
ル
を

採
択
し
て
薬
害
根
絶
デ
ー
市
民
集
会
を

締
め
く
く
り
ま
し
た
。
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公
明
党
と

　

懇
談
会
開
催

　

７
月
1
9
日
（
水
）
、
公
明
党
副
幹
事
長

・
山
下
栄
一
議
員
か
ら
申
入
れ
の
あ
っ
た

Ｊ
Ｐ
Ｃ
と
公
明
党
と
の
懇
談
会
が
国
会
議

貝
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

懇
談
会
に
は
、
衆
議
院
厚
生
委
貝
会
理

事
の
桝
屋
敬
悟
議
員
、
参
議
院
国
民
福
祉

委
員
会
理
事
の
山
本
保
議
員
を
は
じ
め
、

８
人
の
議
貝
が
出
席
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ｐ
Ｃ

側
か
ら
は
伊
藤
代
表
幹
事
、
小
林
事
務
局

長
、
濤
常
任
幹
事
が
出
席
し
ま
し
た
。
来

年
度
予
算
の
概
算
要
求
を
前
に
し
て
、
難

病
関
連
予
算
に
つ
い
て
要
望
し
ま
し
た
。

　

要
望
事
項
と
し
て
、
国
会
請
願
の
要
望

項
目
を
訴
え
ま
し
た
。
ま
ず
「
患
者
の
拠

2000年度ＪＰＣ役員名簿

り
所
「
難
病
セ
ン
タ
ー
」
を
各
都
府
県
に
。

　

「
全
国
患
者
会
館
」
を
東
京
に
建
設
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
患
者
の
悩
み
に
応
え

る
こ
と
の
で
き
る
「
相
談
セ
ン
タ
ー
」
を

各
地
に
設
置
で
き
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
」
、
ま
た
「
総
合
的
難
病
対
策
の
早
期

確
立
」
と
の
私
た
ち
の
切
実
な
要
望
を
訴

え
ま
し
た
。
数
多
く
の
質
問
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。
Ｔ
Ｊ
Ｐ
Ｃ
の
要
望
を
短
時
間
で
し

た
が
説
明
し
、
有
意
義
な
懇
談
の
時
間
を

持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

セミナー

第
１
回

研
修
会

熱
海
で
開
催

　

Ｊ
Ｐ
Ｃ
を
内
か
ら
変
え
る
第
一
弾
と
し

て
第
１
回
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

7121

　

セ
ミ
ナ
ー
の
テ
ー
マ
は
、
「
2
1
世
紀
の

患
者
運
動
を
考
え
る
」
で
す
。
創
草
期
の

患
者
運
動
の
歴
史
を
学
び
、
そ
の
上
で
各

団
体
が
い
ま
抱
え
て
い
る
運
動
の
問
題
点

を
掘
り
下
げ
、
2
1
世
紀
の
患
者
運
動
の
未

来
像
も
話
し
合
い
、
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
の

育
成
に
真
剣
に
取
り
組
も
う
と
い
う
も
の

で
す
。

　

誰
も
が
参
加
で
き
る
、
よ
り
身
近
な
患

者
会
を
め
ざ
し
て
、
人
材
の
発
掘
を
意
識

的
に
す
す
め
、
2
1
世
紀
の
患
者
迎
動
の
あ

り
方
を
め
ざ
し
ま
す
。
患
者
運
動
の
歴
史

を
学
び
、
新
た
な
視
点
で
の
画
期
的
な
患

者
運
動
を
構
築
す
る
た
め
の
研
修
セ
ミ
ナ

ー
で
す
。

研
修
セ
ミ
ナ
ー
の
日
程
と
内
容

◆
日
時

　

1
1
月
1
8
日
（
土
）

　

1
4
時
～

　
　
　
　

‥
‐
月
1
9
日
（
日
）

　

1
4
時
ま
で

◆
研
修
内
容

・

　

「
2
1
世
紀
の
患
者
運
動
を
考
え
る
」

　
　
　
　
　
　

代
表
幹
事

　

伊
藤
た
て
お

・
患
者
運
動
の
歴
史

　
　
　
　
　
　

事
務
局
長

　

小
林

　

孟
史

・
ハ
ン
セ
ン
病
の
闘
い
の
歴
史

　
　
　

全
療
協
事
務
局
長

　

神

　

美
知
宏

・
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

・
総
合
セ
ッ
シ
ョ
ン

・
研
修
の
ま
と
め

◆
受
講
対
象
者

　

患
者
会
活
動
に
参
加
し
て
比
較
的
活
動

歴
の
浅
い
方
で
、
2
1
世
紀
の
患
者
会
の
担

い
手
と
な
っ
て
い
た
だ
け
る
方
。
１
団
体

か
ら
の
参
加
人
数
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
会
場
・
宿
泊

　

熱
海
「
南
明
ホ
テ
ル
」

◆
定
員

　
　
　
　

１
０
０
人

◆
参
加
費
用
（
受
講
・
宿
泊
費
）

　
　
　
　
　
　
　
　

1
8
1
0
0
0
円

◆
申
込
締
切

　
　

1
0
月
2
0
日
（
金
）
ま
で

　

孟

　　

て1-

　

史

　　

お

。||・･Sの11闇2000－9

氏　　名 団　体　名

代表幹事

事務局長

常任幹事

常任幹事

常任幹事

常任幹事

常任幹事

常任幹事

常任幹事

常任幹事

常任幹事

常任幹事

常任幹事

幹　　事

幹　　事

幹　　事

幹　　事

幹　　事

幹　　事

幹　　事

幹　　事

幹　　事

幹　　事

幹　　事

幹　　事

幹　　事

幹　　事

幹　　事

幹　　事

幹　　事

幹　　事

幹　　事

幹　　事

幹　　事

幹　　事

幹　　事

幹　　事

幹　　事

幹　　事

幹　　事

幹　　事

幹　　乍

幹　　事

幹　　事

会計監査

会計監査

伊藤たてお

小林　孟史

山崎　洋―

有坂　　登

杉山　辰夫

濤　　栄三

森田　良信

森沢　繁雄

火中　幸雄

辻川　寿之

高柳都美子

青沼　三郎

青山　静可

三森　礼子

後藤　暁子

川越　隼雄

岡部　　茂

笠井　　貨

福田正十五

鈴木　　孝

遠藤　公男

貝沼　栄一

安藤　晴美

大島　晃司

小長谷禎―

西口　英二

小橋　重徳

土倉　　匡

菅　　裕子

酒井　　寿

早田　　動

田嶋　研二

原田　恒夫

安部　隆夫

高畠　譲二

神　美知宏

小林　義雄

辻川　郁子

福岡　靖人

小関　　修

森下　　陽

大泉　　廣

石井　陵子

井上　龍夫

井上　尚直

佐藤　五郎

北海道難病巡

全　　腎　　協

秋田県難病連

長野県難病連

静岡県難病連

大阪難病巡

和歌山県難病連

香川県難病連

鹿児島難病連

全　　交　　災

も　や　の　会

全　脊　柱　連

日　　喘　　連

北海道難病連

宮城県難病連

山形県難病達

福島県難病連

茨城県難病連

群馬県難病連

新潟県患協

山梨県患協

愛知県難病運

岐阜県難病連

滋賀県難病連

京都難病連

兵庫県難病迪

奈良県難病連

岡山県難病連

愛媛県難病連

高知県難病連

佐賀県難病連

大分県難病連

宮崎県難病連

オストミー協会

日　　肝　　1窃

全　　療　　|窃

日　患　同　盟

ス　　全　　協

心　　臓　　病

仝　　腎　　協

パーキンソン

全　　低　　肺

ベーチェット

全国I D D M

日　　肝　　協

オストミー

６ｊ４
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0
0
年
国
会
請
願

署
名
・
要
請

行
動
日
決
ま
る

　

毎
年
、
多
く
の
皆
様
に
ご
協
力
い
た
だ

い
て
い
ま
す
「
総
合
的
難
病
対
策
の
早
期

確
立
を
要
望
す
る
」
請
願
署
名
は
、
国
会

解
散
の
影
響
で
臨
時
国
会
会
期
中
の
1
1
月

2
0
日
（
月
）
に
行
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
。

こ
の
請
願
は
５
年
連
続
し
て
衆
参
両
院
で

採
択
を
勝
ち
取
っ
て
き
ま
し
た
。
６
年
連

続
両
院
で
の
採
択
を
め
ざ
し
、
一
人
で
も

多
く
の
方
々
の
請
願
行
動
へ
の
参
加
を
呼

び
か
け
て
い
ま
す
。

国会請願署名・募金一覧表

　　　　　　　　　　

(00.08.28)

日
時

　

2
0
0
0
年
‥
‐
月
2
0
日
（
月
）

　
　
　
　
　

午
前
1
0
時
～
午
後
３
時
予
定

集
会

　

衆
議
院
第
２
議
員
会
館
第
１
会
議

室
（
そ
の
後
、
各
議
員
室
を
訪
問
し
、
請

願
署
名
の
紹
介
議
員
と
な
っ
て
く
だ
さ
る

よ
う
要
請
）

集
合

　

衆
議
院
第
２
議
員
会
館
ロ
ビ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
９
時
4
5
分
集
合
）

　

署
名
用
紙
の
未
発
送
、
追
加
が
あ
る
場

合
は
ま
だ
間
に
合
い
ま
す
。
Ｊ
Ｐ
Ｃ
事
務

局
ま
で
郵
送
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
紹

介
議
員
に
な
っ
て
い
た
だ
け
る
議
員
が
い

ら
っ
し
ゃ
る
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
前
日
の
宿
泊
を
ご
希
望
の
方
が

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
宿
泊
先
と
し
て
「
ホ

テ
ル
浦
島
」
を
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。
朝

早
い
行
動
で
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は
、
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

0
1
年
国
会
請
願

署
名
用
紙

印
刷
出
来
る

　

Ｊ
Ｐ
Ｃ
は
、
「
総
合
的
難
病
対
策
の
早

期
確
立
を
要
望
す
る
請
願
」
署
名
・
募
金

運
動
を
今
年
も
実
施
し
ま
す
。

　

例
年
で
す
と
、
請
願
採
択
の
結
果
が
出

て
い
る
の
で
す
が
、
今
年
は
変
則
的
に
な

っ
て
い
ま
す
。
お
間
違
い
の
な
い
よ
う
ご

周
知
く
だ
さ
い
。
今
年
度
の
署
名
用
紙
は

肌
色
で
す
。
取
り
組
み
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

今
日
の
医
療
・
福
祉
を
め
ぐ
る
厳
し
い

状
況
の
な
か
で
、
請
願
内
容
が
現
実
の
行

政
施
策
に
反
映
さ
れ
、
実
現
す
る
ま
で
粘

り
強
く
取
り
組
み
ま
す
。
多
く
の
方
々
の

賛
同
と
署
名
を
集
め
、
来
年
度
も
衆
参
両

院
で
の
採
択
を
勝
ち
取
り
、
こ
の
国
に
住

む
す
べ
て
の
人
々
が
安
心
し
て
暮
せ
る
、

豊
か
な
医
療
と
福
祉
の
拡
充
を
実
現
す
る

た
め
、
今
年
こ
そ
Ｊ
Ｐ
Ｃ
請
願
署
名
の
目

標
の
１
０
０
万
人
を
突
破
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
も
う
一
回
り
も
二
回
り
も
上

回
る
積
極
的
な
取
り
組
み
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

な
お
、
署
名
締
め
切
り
は
2
0
0
1
一
年

３
月
3
1
日
と
し
ま
す
。

　

ま
た
、
署
名
活
動
に
ご
協
力
く
だ
さ
る

方
で
署
名
用
紙
が
お
手
元
に
届
か
な
い
場

合
は
、
Ｊ
Ｐ
Ｃ
事
務
局
ま
で
ご
請
求
く
だ

さ
い
。
そ
の
他
不
明
の
点
も
、
事
務
局
に

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

団　体　名 署名数 募金額

北海道難病速

秋田県難病速

山形県難初速

福島県難病速

茨城県難病速

群馬県難病速

山梨県患協

新潟県患協

長野県難病運

静岡県難病連

岐阜県難病連

愛知県難病連

滋賀県難病連

京都難病連

大阪難病連

兵庫県難病速

奈良県難病速

和歌山県難病速

岡山県難病速

香川県難病運

高知県難病連

愛媛県難病速

佐賀県難病速

大分県難病速

宮崎県難病速

鹿児島難病速

ス　　全　　協

仝　　交　　災

仝　　腎　　協

心　　臓　　初

パーキンソン

全　　療　　協

日　　肝　　協

日　患　同　盟

全　　低　　肺

オストミー

日　　喘　　速

も　や　の　会

全　脊　柱　速

ベーチェット

ＪＰＣその他

34,741

12,293

　8,666

　8,357

　16,188

　26,249

　9,623

　14,853

　12,800

　27,636

　24,763

　48,237

　19,691

　21,108

　2,459

25,320

11,710

12,516

11,796

　4,440

　13,260

　17,115

　13,826

　9,723

　12,663

　5,611

321,743

　10,867

　5,516

　1,737

　4,690

　6,405

　　　20

313,501

119,019

　39,000

　25,000

125,160

　62,000

　33,300

　42,000

　12,000

288,922

120,000

　82,000

　82,626

152,000

311,000

　70, a〕0

　32,856

　20,000

　1,500

　79,000

　73,000

　41,380

　30,000

　43,260

　82,000

　66,161

429,286

　83,000

364,000

　50,000

　13,000

　10,000

　36,000

　59,000

　9,510

合　　　計 776,274 3,400,481

ﾚ31
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● ｙ一司

却

蔵
無
名ｅ

佃洲

疹§

怒
a･
●

却

嘔
無
名
必
々
田

如
痢却
収

｢L]

佃
ゼ
ＥＯ

ｆ＝一ｉ

○ ○ ○ ○ CO

● ● ● ● ∞

● ● ● ● ● ●
c―

● ● ● ● ● ∞

● ● ● ● ○ lぷ3

● ●
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｜－
｜

● ● ● ● ● ● ● ● 心
紳＝1
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ｙ-ｉ

○ eり

● ● ● ● ●
t､£コ

○ ○ ○ マ

Ｕ ○ ○ ○ ○ ○
t-－

傾１

雲

Ｗ
§

｜

ミ

ヨミ

ISI

果

搾

Ｍ
４万

言

蛋
λ
くｊ
ふ

ｙ

λ
印
ふ

ミ

佃？

万

万

Ｋ

八
マ年

一年

ｗ

櫛｜

ミ

八
マ
｜

｜

個
Ｗ

貴

之

Ｇ
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ぺ台

ry
ひ

ﾌﾍﾐR

壮：

髭

１ 亨
Ｔ
Ｈ々

べ

恐、

｜

な.

°M

ロヘ

｜

§
１

ｌ X/
印
ミ￥

マ
印
ミ
￥

例
聊
以

鳶
例
和雁

蓉
塁

咽
ミ

価旨

｜

｜
｜

§1

と

１

；

年

宍Ｅ

娑

｜

手完
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（
赳
鮭
雷
二
）
隙
嶽
ｅ
（
軟
膏
幽
）
報
脊
黛
躇
味
迄
細
算

庫　宦

侭　条 ●

卿　ミ ○ ○

ヨ　　ロ ● ● ● ●

司　堤 ●

痰　碕 ● ● ●

尽齢Ξ ●

悔　碩 ● ●

傭　柵 ● ● 　｜
－
　｜

-K　　遡 ● ● ● ●

慨　蔀 ● ●

斑　祁 ● ●

嘔　凩 ○

垢　匿

庫　　嶽 ○ ○ ○

袖　Ξ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

概　　慨 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

窟　　田 ○ ○

霖　　畷 ●

乖　叫 ○

=弓道細 ○ ○

－

｜

｜

傾叉

□
唇ム

ヨ

岬
§
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琴

ム

4ﾐ

ｰ
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Ｅ
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芸
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AJ呂

ヨ
佃ａ

客

Ｂ

嬌

らこ〕

如

宣

旨

ｗ

揃

装

詔

櫛
｜

§
ミ

予

こ

ミ
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弧

気
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1j

心§

ミ

｀-/

器

ミ

で

ミ

§

生

生

Γμ

氷

Ｄ

ｊ

八万１

ｗ

Ｓ
１

焼｛

１

八§

台

簒

１
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｜
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§
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Ｊ
Ｐ
Ｃ
協
力
会
員

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
研
修
を
終
え
て

　

こ
の
た
び
は
、
海
外
研
修
の
機
会
を
与

え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
こ
と
を
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

私
は
先
天
性
心
臓
病
（
心
室
中
隔
欠
損

症
）
の
2
0
歳
の
大
学
生
で
す
。
幸
い
な
こ

と
に
私
の
場
合
は
病
状
が
軽
度
で
あ
っ
た

た
め
、
今
ま
で
健
常
者
と
変
わ
ら
ぬ
生
活

を
送
り
、
高
校
に
進
学
し
、
志
望
し
て
い

た
大
学
に
入
学
し
て
３
回
目
の
春
を
迎
え

ま
し
た
。

　

今
回
、
海
外
研
修
の
吉
報
を
頂
き
、
前

々
か
ら
行
っ
て
み
た
か
っ
た
ド
イ
ツ
を
旅

行
先
に
組
み
入
れ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

ま
た
、
ド
イ
ツ
に
限
ら
ず
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
圏

ベルサイユ宮殿前に立つ珍道中親子

　
　
　
　

福
岡
県
・
二
木
健
一

は
英
語
が
通
じ
や
す
い
と
聞
い
て
い
た
の

で
、
自
分
の
英
語
力
が
ど
こ
ま
で
通
用
す

る
か
試
し
て
み
た
い
と
思
い
、
ド
イ
ツ
、

ス
イ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
の
３
か
国
を
周
遊
で

き
る
格
安
パ
ッ
ク
を
利
用
し
ま
し
た
。
２

年
前
に
北
海
道
難
病
連
の
方
と
ド
イ
ツ
に

行
き
、
も
う
一
度
行
き
た
い
と
言
っ
て
い

た
父
親
も
同
行
す
る
と
言
い
出
し
、
父
親

と
い
う
わ
が
ま
ま
な
お
客
の
お
世
話
を
す

る
親
子
珍
道
中
と
な
り
ま
し
た
。

　

現
地
で
は
、
す
べ
て
の
面
に
お
い
て
日

本
と
考
え
方
が
違
っ
て
い
る
こ
と
に
改
め

て
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。
建
物
に
対
す
る
考

え
方
が
根
本
的
に
異
な
り
、
昔
の
ま
ま
の

姿
を
保
存
し
、
そ
の
建
物
で
生
活
し
て
い

こ
う
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
で
改
装
も
行
わ

れ
て
い
る
こ
と
に
感
激
し
ま
し
た
。
特
に

ド
イ
ツ
で
は
こ
の
考
え
が
浸
透
し
て
い
る

よ
う
で
、
築
数
百
年
は
経
っ
て
い
る
ホ
テ

ル
が
今
で
も
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
し
、
歴

史
上
の
人
物
の
生
家
が
普
通
の
家
と
何
ら

変
わ
ら
な
い
よ
う
な
状
態
で
残
さ
れ
て
い

て
、
玄
関
に
か
け
ら
れ
て
い
る
プ
レ
ー
ト

を
見
て
分
か
る
と
い
う
ぐ
ら
い
で
し
た
。

　

ま
た
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
概
念
が
完
全

に
浸
透
し
て
い
る
こ
と
に
も
驚
か
さ
れ
ま

6･
し
た
。
乗
り
換
え
で
立
ち
寄
っ
た
ロ
ン
ド

ン
の
ヒ
ー
ス
ロ
ー
空
港
で
は
、
職
貝
が
専

用
の
電
動
カ
ー
ト
で
障
害
者
を
エ
ス
コ
ー

ト
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
光
景
は
当
然
の

こ
と
と
し
て
、
人
々
に
も
普
通
に
受
け
入

れ
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

　

今
回
の
研
修
で
は
父
親
の
た
っ
て
の
希

望
で
、
登
山
電
車
で
ス
イ
ス
ア
ル
プ
ス
に

も
行
き
ま
し
た
。
標
高
3
5
0
0
m
を
超

え
る
地
点
ま
で
行
く
た
め
、
心
臓
病
の
私

に
は
多
少
の
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、
結

果
と
し
て
何
事
も
な
く
、
天
気
に
も
恵
ま

れ
て
素
晴
ら
し
い
景
色
を
堪
能
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

フ
ラ
ン
ス
で
は
、
美
術
館
や
名
所
旧
跡

巡
り
を
２
人
で
二
日
半
。
最
初
は
乗
り
気

だ
っ
た
父
親
も
、
最
後
は
「
た
ば
こ
を
吸

え
る
と
こ
ろ
は
な
い
の
か
」
と
騒
ぎ
だ
し
、

私
と
口
喧
嘩
を
始
め
る
始
末
。
ま
さ
に
珍

道
中
と
い
う
言
葉
が
ぴ
っ
た
り
で
し
た
。

　

今
回
の
研
修
で
一
番
痛
感
し
た
こ
と

は
、
英
会
話
の
力
で
す
。
研
修
中
は
極
力

英
語
を
使
う
よ
う
に
心
が
け
、
そ
れ
な
り

に
は
通
じ
た
の
で
す
が
、
た
ま
に
相
手
か

ら
聞
き
返
さ
れ
た
時
の
返
答
に
詰
っ
て
し

ま
う
こ
と
が
何
度
か
あ
り
ま
し
た
。
こ
の

点
は
、
こ
れ
か
ら
の
大
学
生
活
の
中
で
自

分
の
英
会
話
を
よ
り
高
い
も
の
に
し
、
本

当
の
意
味
で
の
使
え
る
英
語
を
身
に
つ
け

る
よ
う
に
努
力
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

こ
の
こ
と
を
自
分
の
肌
で
体
験
で
き
た
と

無事スイスアルプスの雪上にて

い
う
こ
と
が
、
一
番
の
収
穫
で
し
た
。

　

私
は
軽
度
の
心
臓
病
で
す
が
、
そ
の
こ

と
を
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
で
あ
る
と
は
考

え
た
く
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
自
分
で

病
気
と
い
う
壁
を
築
い
て
迫
っ
て
く
る
厳

し
い
現
実
を
回
避
す
る
こ
と
は
、
根
本
的

な
問
題
へ
の
挑
戦
で
は
な
く
、
現
実
か
ら

の
逃
げ
口
上
に
な
っ
て
し
ま
う
だ
け
だ
か

ら
で
す
。
重
症
で
環
境
も
厳
し
い
状
況
に

お
か
れ
る
と
、
発
想
の
原
点
が
違
う
か
も

分
か
り
ま
せ
ん
が
、
私
と
し
て
は
、
病
気

を
理
由
に
問
題
の
回
避
は
し
た
く
あ
り
ま

せ
ん
。

　

今
後
、
様
々
な
現
実
を
受
け
止
め
、
そ

れ
に
立
ち
向
か
っ
て
行
く
こ
と
で
、
自
分

の
手
で
切
り
開
い
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
最
後
に
、
貴
重
な
海
外
研
修
資
金
を

使
わ
せ
て
頂
き
ま
し
た
こ
と
を
改
め
て
感

謝
い
た
し
ま
す
。

2000－9
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「
Ｊ
Ｐ
Ｃ
の
仲
間
」
読
者
様

　

日
頃
よ
り
、
私
た
ち
の
活
動
に
あ
た
た

か
い
ご
理
解
と
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し

て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ｐ
Ｃ
は
「
人
間
の
尊
厳
そ
し
て
生
命

の
尊
厳
が
全
て
に
わ
た
り
、
何
よ
り
も
大

切
に
さ
れ
る
社
会
」
を
願
い
、
ゆ
た
か
な

医
療
と
福
祉
の
拡
充
を
求
め
て
活
動
し
て

い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
運
動
は
、
昨
年
行
な
っ
た
「
が

ん
ば
れ
難
病
患
者
一
日
本
一
周
激
励
マ
ラ

ソ
ン
」
の
取
り
組
み
等
を
通
し
て
、
多
く

の
方
々
に
認
知
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
内

外
の
期
待
に
応
え
、
さ
ら
に
大
き
く
飛
躍

す
る
た
め
、
活
動
を
ご
理
解
し
て
い
た
だ

き
、
財
政
的
に
援
助
し
て
く
だ
さ
る
方
々

を
「
協
力
会
員
」
と
し
て
広
く
募
集
し
て

い
ま
す
。
ご
家
族
や
お
知
り
合
い
の
方
に

も
、
ぜ
ひ
ご
加
入
く
だ
さ
る
よ
う
お
薦
め

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

な
お
、
協
力
会
に
ご
加
入
に
い
た
だ
い

た
方
に
は
、
毎
年
ペ
ア
の
方
を
抽
選
で
海

外
研
修
に
派
遣
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
加

入
者
全
貝
に
機
関
誌
「
Ｊ
Ｐ
Ｃ
の
仲
間
」

を
お
届
け
し
ま
す
。

　

活
動
を
積
極
的
に
進
め
る
た
め
の
大
き

な
力
と
な
る
ご
寄
付
も
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

　

二
〇
〇
〇
年
九
月
一
日

　
　
　
　
　

日
本
患
者
・
家
族
団
体
協
議
会

　
　
　
　
　

代
表
幹
事

　

伊
藤

　

た
て
お

- - Ｗ Ｊ

16力会員募集◆

★日本患者・家族団体協議会（ＪＰＣ）は活動を理解していただき財政的

　

に援助をしてくださる「協力会貝」を募集しています。ご家族やお知り

　

合いの方にも声をかけて頂けると幸いです。

★協力会員の皆さんの中から、毎年抽選でペアの方を海外研修に派遣する

　

特典がついています。

★協力会員の皆さんには、機関誌「ＪＰＣの仲闘」をお送りします。

★お申し込みは、郵便振替用紙に住所・氏名等ご記入の上、会費を添えて

　

郵便局からお振込みください。（なお、ＪＰＣ事務局にご連絡いただけ

　

れば郵便振替用紙をご送付させていただきます。003-3985-7591)

J P C
協力会員

　

年間10

　

3,000円

　　　　　　

(何口でも結構です)

〈郵便振替〉

口座番号

　

00150－ 5 -90655

名

　　

義

　

ＪＰＣ事業部

活動を積極的にすすめるための大きな力

となるご寄付もよろしくお願い致します。
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00.04.01～08.28ＪＰＣ協力会員内訳

団体名 口数 団体名 口数 団体名 口数

北　海　道

宮　城　県

秋　田　県

山　形　県

福　島　県

茨　城　県

詳　馬　県

新　潟　県

山　梨　県

長　野　県

岐　阜　県

静　岡　県

愛　知　県

滋　賀　県

京　　　都

１０

　７

　３

　６

　３

３１

　２

　１

　３

１５

　６

　３

　６

２１

大　　　阪

兵　庫　県

奈　良　県

和歌山県

岡　山　県

香　川　県

愛　媛　県

高　知　県

佐　賀　県

大　分　県

官　埼　県

鹿　児　島

ス　仝　協

仝　交　災

心　臓　病

１３

１４

３

３

３

６

４

３

１

１

５

８

仝　腎　協

全　低　肺

全　療　協

パーキンソン

オストミー

日患同盟

日　肝　協

日　喘　連

もやの会

全脊柱連

ベーチェット

I D D M

Ｊ　Ｐ　Ｃ

22

　2

　3

　1

31

合　計 240

　

「
が
ん
ば
れ
難
病
患
者
・
日
本
一
周
激

励
了
フ
ソ
ン
」
メ
モ
リ
ア
ル
カ
レ
ン
ダ
ー

2
0
0
1
を
好
評
販
売
中
で
す
。

　

了
フ
ソ
ン
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
ラ
ン
ナ
ー

の
洋
本
和
雄
さ
ん
と
一
緒
に
全
行
程
を
走

破
し
た
カ
メ
ラ
マ
ン
ー
阿
部
重
宣
さ
ん

が
、
４
か
月
余
の
長
期
に
わ
た
っ
て
撮
り

た
め
た
写
真
が
カ
レ
ン
ダ
Ｊ
に
凝
縮
さ
れ

て
い
ま
す
。
全
国
の
豊
か
な
自
然
の
中
を
、

喧
騒
の
都
会
を
時
に
は
厳
し
い
顔
つ
き

で
、
時
に
は
柔
ら
か
な
顔
つ
き
で
走
る
湯

本
さ
ん
を
見
事
に
捉
え
て
い
ま
す
。

　

全
国
各
地
で
巻
き
起
こ
し
た
感
動
は
、

一
年
を
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
る
現
在
で
も

昨
日
の
よ
う
な
想
い
出
と
し
て
、
よ
み
が

え
る
見
事
な
出
来
栄
え
の
「
メ
モ
リ
ア
ル

カ
レ
ン
ダ
ー
」
で
す
。
ま
た
、
裏
面
は
絵

は
が
き
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。
あ
の
感

動
の
体
験
を
ふ
た
た
び
お
手
元
へ
、
ご
購

入
を
お
勧
め
し
ま
す
。

定
価

　

５
０
０
円
（
送
料
別
）

お
申
込

　

〒
1
7
1
1
0
0
3
1

　

豊
島

区
目
白
２
－
3
8
－
２

　

紫
山
会
ビ
ル

　

Ｊ
Ｐ
Ｃ
事
業
部

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
３
－
3
9
8
5
－
7
5
9
1

F
A
χ

　

０
３
－
3
9
8
5
－
7
5
9
8

引夕2000 － 9①且jイ･川０1
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ＪＰＣセミナー2000

一
九
七
六
年
二
月
二
十
五
日
第
三
種
郵
憚

　

〃
可

Ｓ
Ｓ
Ｋ
Ｏ
増
刊
通
巻
四
一
五
三
号
（
毎
週
月
・
火
・
木
・
金
発
行
）

18 1

菌日時

　

11月18日(土)～19日(日)

・場所

　

熱海

　

南明ホテル

■参加費

　

18,000円

■問合せ

　

ＪＰＣ事務局

新

　

刊

　

紹

　

介

　

４
月
か
ら
介
護
保
険
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
が
、
仕
組
み
が
ど
う
な
っ
て
い
て
、

ど
う
し
た
ら
上
手
に
利
用
で
き
る
の
か
、

よ
く
わ
か
ら
な
い
と
い
う
人
が
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
「
知
ら
な
き
や
損

す
る
！

　

目
か
ら
ウ
ロ
コ
の
介
護
保
険
活

用
ガ
イ
ド
」
は
マ
ン
ガ
に
よ
る
介
護
保
険

利
用
体
験
記
の
ほ
か
イ
ラ
ス
ト
、
図
表
、

資
料
な
ど
も
豊
富
で
、
疑
問
に
思
っ
た
項

目
の
ペ
ー
ジ
を
開
け
ば
ど
う
対
処
し
た
ら

よ
い
か
、
ひ
と
目
で
分
か
り
、
ま
さ
に
「
目

か
ら
ウ
ロ
コ
」
。

　

介
護
保
険
制
度
が
定
着
す
る
ま
で
に
は

ま
だ
ま
だ
時
間
が
か
か
り
そ
う
で
す
が
、

介
護
問
題
は
待
っ
た
な
し
！
一

　

本
書
は
良

き
ガ
イ
ド
役
で
、
高
齢
者
福
祉
政
策
の
今

後
を
考
え
る
手
引
き
書
に
も
な
り
ま
す
。

　

「
知
ら
な
き
や
損
す
る
！
・

　

目
か
ら
ウ
ロ

コ
の
介
護
保
険
活
用
ガ
イ
ド
」

渋
川
智
明
著
・
保
健
同
人
社
刊

定
価
1
4
0
0
円
（
お
近
く
の
書
店
で
お

求
め
く
だ
さ
い
）

　

事
務
局
も
変
わ
ら
な
け

れ
ば
、
と
試
行
錯
誤
の
毎

日
。
で
も
、
日
常
業
務
を

こ
な
す
日
々
が
続
く
。
若

い
柔
ら
か
な
頭
脳
で
事
務

局
に
刺
激
を
と
願
う
。

き
一
丁
万

　

身
体
障
害
者
団
体
定
期
刊
行
物
協
会

　
　
　
　
　

円

χ
７
／
。
４
１
一
月

　

東
京
都
世
田
谷
区
砧
６
－
2
6
－
2
1

　
　

頒
価
三
百

耳且日０半９2000６２∂
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